
図るとともに、民設民営による認可保育所

化が求められているとともに、保育の量だけでなく質の向上も や事業所内保育施設の整備を進め、受入児童数の拡大を目指す

求められている。保育士不足が深刻化する中「子育て支援員」 。また、保育の担い手となる子育て支援員の養成も積極的に行

養成のほか、地域ボランティア等の保育の担い手が求められて う。育児の相互援助活動を行うファミリーサポートセンター事

いる。また、待機児童対策を進める中で事業所内保育施設の拡 業、緊急時の預かり等に対応する緊急サポート事業等について

充も必要である。学童保育室は児童の増加が見込まれる学校周 、今後も継続実施する。事業の周知については、広報やＨＰ等

辺に民間学童保育室の誘致を推進する必要がある。待機児童解 を通じ積極的に行う。学童保育室は待機児童解消を目指し、さ

消という課題から、財政状況や人員確保等が厳しい状況にある らなる保育需要の増加と多様なニーズに対応するため、民間学

が、保育所や学童保育室等の整備を継続的に進めていくことが 童保育室の誘致を推進していく。

　待機児童緊急対策アクションプランに基づき、待機児童の多い地域を中心に民設民営によ

る保育所を誘致・開設し、児童の受入枠の拡大を図ることができた。また、学童保育室につ

Ｂ
いても、待機児童対策等のため、引き続き民間事業者を誘致した。ファミリーサポートセン

ターは事業の周知を図り、協力会員の増となった。

　保育所や学童の入所希望者が増加するとともに、子ども・子育て支援新制度による小規模

保育事業所の認可をはじめ多くの専門的かつ複雑な事務が増加した。このことから適正な事

↑ 務を行い得る人員が従来以上に必要となる。また、保育所や学童保育室等の整備等により財

政負担が増加するが、効率的かつ効果的な運営を検討していく。

　本市の重点課題である待機児童対策については、戸田市子ども・子育て支援事業計画に基づき、認可保育園の整備をはじめ様々な取り組

みを行ってきたが、保育需要が計画よりも上回ったことから、平成28年度

戸

に量の見込みと確保提

田

供量を見直し変更した

市

。今後も小規模保育

等

施

地域型保育等も活用し

策

ながら認可保育所の整

評

備を中心に推進してい

価

くとともに、保育の量

シ

と質の向上へ向けて適

ー

切な事業を実施できる

ト

体

制整備に取り組む。

作

また、学童保育室は、

成

待機児童対策として引

日

き続き民間学童保育室

平

の誘致の推進に取り組

成

んでいく。

30年06月15日 作成者名 櫻井　聡 評価者名 松山　由紀

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち こども青少年部・保育幼稚園室

01 子育て支援 こども青少年部・こども家庭課
こども青少年部・児童青少年課

03 保育環境の充実 こども青少年部・待機児童緊急対策室（廃止）

　保育を必要とする児童数の増加に備え、適応できる保育サービスを整備します。また、保護者の就労と子育ての両立のた

め、多様な子育て支援を充実します。

民間保育所事業

民間保育所整備事業

学童保育室事業

待機児童緊急対策事業

ファミリー・サポート・センター事業

待機児童数 各年4月1日現在の待機児童数
人 0 34 106 83

（保育園）
待機児童数 学童保育室入室における待機児童数（

人 0 40 45 44
（学童保育室） 年度内月別最大人数）
とだファミリー・サポート 年間の協力会員登録数

人 148 129 141 144
・センター協力会員登録数
待機児童数 各年4月1日現在の認可保育所数

園 36 - - 27
（認可保育所数）

　子ども・子育て支援新制度に伴い、市の認可事業である小規 　低年齢児対象の小規模保育事業所が新設されたことから、そ

模保育事業所が新設され、適切な運営のための指導監督等の強 の指導監督の充実を
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義01 01 03 02 0

 

2 01 01 4,572

評

,306

民間の認可保

価

育所に負担金及 1,7

者

70,025 0

び補助

名

金等の助成を行って、

松

13,794

山　由

幼稚園

紀

事業

義
務

2,582
0

５

4,334

１ Ａ Ａ Ｂ Ａ

．

１ 義02 01 03 02

事

02 01 02 5,94

務

3

文部科学省の基準や

事

子ども子 2,331 0

業

育て支援法、戸田市例

の

規等の 4,138

検討 【

認

一

定こども園事業

義
務

3

般

45
0

1,414

１ Ａ

会

Ａ Ｂ Ａ １ 義03 01 0

計

3 02 02 01 03 1

】

,171

子ども子育て

（

支援法、戸田市 525

単

0

例規等の基準に基づ

位

いて､施 690

：千円

義
務

）

0 待機児童緊急対策室

事

0
0 に事務移管したた

務

め

５ － － － － ５89 0

事

1 03 02 02 01 8

業

9 0 休止とする。（待

評

機

安心こども基金によ

価

り県補助 0 児童緊急対

の

策事業へ 0

を受け、民

結

設民営の保育所に 0 ）

果 ★事務事業の方向性

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

H
H29決算額

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

施
策
内
優
先
度

事業費
31

事業コード H30予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

予
 
算
 
額

事業費H コメント
うち31

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

12 地域子ども・子育て支援事業　（こども家庭課）

子育て短期支援事業

義
務

4,048
0

6,363

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ 義01 01 03 02 02 12 01 5,413

トワイライトステイは小学校 4,033 0

１年生から６年生までの児童 1,517

ファミリー・サポート・セン

義
務

6,172
0

ター事業 7,071

１ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ １ ○ 義04 01 03 02 02 12 04 7,625

協力会員及び依頼会員の相互 2,913 0

援助活動における調整及び活 621

03 保育園事務費　（保育幼稚園室）

保育園事務費

義
務

11,604
0

5,123

－ － － － － － 予01 01 03 02 01 03 01 6,131

認可保育園・家庭保育室・認 6,131 0

可外保育所等の事務 0

戸田市

保育料等管理事業

義
務

施

3,787
0

5,65

策

3

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ 義02

評

01 03 02 01 03

価

02 5,653

児童福

シ

祉法第５６条第３項及

ー

5,653 0

び子ども

ト

・子育て支援法附則 1

作

3,794

成日 平

保育所保

成

育料滞納整理事業

義
務

3

1,336
0

1,38

0

1

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ 義03

年

01 03 02 01 03

0

03 1,381

滞納処

6

分の執行により、保育

月

0 0

所の利用対価（地

1

方自治法上 13,79

5

4

01 施設型

日

給付事業　（保育幼稚

作

園室）

成者名

民間保育所事

櫻

業

義
務

2,938,4

井

33
0

4,302,3

　

06

２ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ２ ○
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待機児童緊

評

急対策事業

義
務

861

価

,810
0

790,9

者

54

２ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ ２ ○

名

義01 01 03 02 0

松

2 07 01 208,8

山

70

保育所整備に係る

　

国県補助金 28,09

由

7 0

を受け、民設民営

紀

の保育所に 27,58

５

8

01 保育園

．

管理運営費　（保育幼

事

稚園室）

務事業

保育園管理

の

運営費

義
務

425,7

検

87
0

504,583

討

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ 義01 0

【

1 03 02 04 01 0

一

1 504,583

公立

般

保育園の保育園運営 2

会

49,042 0

696

計

,597

】 （単

臨時職員派

位

遣事業

任
意

9,571

：

0
37,176

１ Ｂ Ｂ

千

Ｂ Ｂ １ Ｂ02 01 03

円

02 04 01 02 37

）

,176

産休・育休代

事

替等の臨時職員 37,

務

176 0

を派遣保育士

事

により補充し、 690

業評価の結果 ★事務事業の方向性
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02 地域型保育給付事業　（保育幼稚園室）

小規模保育事業

義
務

414,881
0

506,468

２ Ａ Ａ Ａ Ａ ２ 義01 01 03 02 02 02 01 506,468

小規模保育施設を運営する事 135,868 0

業者に対し、運営費等の補助 4,828

事業所内保育事業

義
務

24,158
0

48,433

２ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ ２ ○ 義02 01 03 02 02 02 02 48,433

事業所内保育施設を運営する 14,815 0

事業者に対し、運営費等の補 2,069

03 　（保育幼稚園室）

任
意

0 認可に移行する認可
0

0 外施設が当面ないた

５ － － － － ５96 01 03 02 02 03 96 0 め。

・運営費を家庭保育室よりも 0 0

高い基準で補助することで、 0

04 一時保育事業　（保育幼稚

戸

園室）

田市 施

一時保育事業

策

費

義
務

5,492
0

1

評

5,601

１ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

価

１ 義01 01 03 02

シ

02 04 01 15,7

ー

54

満1歳以上の未就

ト

学児に対し 3,798

作

0

て、｢新曽｣｢喜沢

成

南｣｢笹目川｣ 20,

日

691

06 病

平

児・病後児保育事業　

成

（保育幼稚園室）

30年

病

0

児・病後児保育事業

義

6

務

35,053
0

35

月

,169

１ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

1

１ ○ 義01 01 03 0

5

2 02 06 01 35,

日

169

日常的疾患、伝

作

染病疾患、慢 22,7

成

50 0

性疾患等の病児

者

・病後児回復 690

名

07 待機児童緊

櫻

急対策事業　（保育幼

井

稚園室）
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性
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市立保育園改修工事事業

義
務

0 工事期間は平成30年
0

35,309 度～平成32年度へ変

１ Ａ Ａ Ａ Ｂ １ 義03 01 03 02 04 01 03 0 更。

平成27年度：喜沢南保育園外 0 0

壁及び防水改修工事（20,780 1,379

01 学童保育室事業　（児童青少年課）

学童保育室事業

義
務

393,109 増加する保育需要に
0

515,282 対応するため、民間

２ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ ２ ○ 義01 01 03 02 06 01 01 515,282 学童保育室の誘致を

就労などの事情により昼間保 238,419 推進していく。 0

護者が家庭にいない小学生の 31,037

戸田

H29決算額 H30予

市

算額 H31計画額 H3

施

1予算額

計（千円） 事

策

業費 5,138,16

評

8 6,822,620

価

6,477,358 0

シ

うち一般財源 4,29

ー

1,772 2,683

ト

,529 2,521,

作

576 0

事業の方向性

成

： １現状で継続　 ２拡

日

大して継続 ３縮小して

平

継続　　　４他事業と

成

統合　　　５休止　　

3

　６その他見直し

７平

0

成31年度で終了 ８平

年

成30年度で終了 ９平

0

成29年度で終了

6月15日 作成者名 櫻井　


